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編集後記

Vol.23. NO.l をお届けします。 今サは投稿が少なく、総説I

編、症例報告H4語、 Tomographics2編であった。 従来は、本

誌には症例報告はなかったが、査読委員の御窓見もあり、事

務 }，;j の金 f救援と御111談のうえ、新しく設けたものである。

投稿論文の質、主;;が研究会雑誌の生命であり、会員の皆さ

んの杭i極的な投稿を切望しているが、編集委員会からの呼び

かけをするように、次回の編集委員会でも提案しようと与えて

し 、る

本側究会の将来のあり )jも熱心に討議されている。 本研究

会は、断層侃影法研究会から引き続いて、 24年の歴史があり

11 医放関連の研究会中でも占い。 しかし、 IJ 医放傘下の学

会、 研究会も多数となったし、 内容的に重複もある。 このよう

な時に、本研究会も将米にわたってこのままで良いのか、新

しい}]向への転換を考えるべきなのか、もしそうならば新しい

)jlÎIJ とはイ可か。

研究会の世話人等を中心としての検討がなされているが、

会員の皆さんからのご怠見も是非頂きたいと期待している。

今年の研究会大会は九州大学嶋田教授のお世話で、福岡

dîで開催される。 皆さんのご参加をお待ちしています。

最後にコニカ(株)、(株)アンダーラインの御協力に感謝致

します。

(宵 111 {中樹 )
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